
 

 

 

 

Ｄｅｓｉｇｎ号外７８号です。老健やましろからのお知らせ、訪問看護指示書のご依頼について

のお願いなどを掲載しています。（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 換 気 を 徹 底 し ま し ょ う ～ 

発行元：地域包括ケア病棟“彩り”・リハビリ科・地域医療連携室 
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老健やましろより 

～ Swallows ～ 

老健の正面玄関には、ツバメの巣があります。私の記憶では、

老健の正面玄関に初めてツバメの巣が出来たのは平成２９年頃

で、それ以降ほぼ毎年、ひなが育ち、巣立っていきました。 

５月、今年もツバメの姿を見かけるようになり、老健の正面玄

関の巣にもツバメの姿を見かけるようになりました。ところが、 

例年ひなが誕生する頃になってもなかなか姿が見えず、スタッフ間でも「蛇やカラスに襲われた

のかな？」と心配したり、老健だけに「この巣は高齢者世帯なのかな？」と冗談交じりに話をし

たりしていました。 

私は毎朝、老健の玄関前の植物に水をやるのを日課としていますが、６月下旬、ふとツバメの

巣に目をやると、小さい黄色いくちばしが３つ並んでいるのを発見しました。今年も無事にひな

が誕生していたのです。これから巣立ちまでの約３週間、元気に育っていく姿を優しく見守って

いきたいと思います。 

ツバメの巣は縁起がいいとされています。今年も老健と回復期リハビリテーション病棟に幸福

が訪れますように…。（老健やましろ 管理部長 三村 裕子） 

 
訪問看護指示書のご依頼について 

～ ご協力お願い致します ～ 

訪問看護指示書のご依頼頂く際、患者様（ご家族様）に、指示書費用が発生することを事前に

お伝え頂きますようお願い致します。まれに、費用が発生することをご存知でない患者様がおら

れ、対応させて頂くことがあります。また、指示書作成のご依頼を頂戴してから医師が記載し、

指示書を発行するまでに時間がかかることから、早めに指示書のご依頼を頂きますよう重ねてお

願い致します。 

 

当院へご来院の際は、引き続き、マスクの着用をお願いします。なお、体

調がすぐれない場合は来院をお控え頂きますようお願いします。 

面会については、主治医が許可した場合を除き、原則中止となっています。

ご理解・ご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年８月に開設９年を迎えます 

～ これからもよろしくお願いします ～ 

平成２６年８月に開設した地域包括ケア病棟ですが、今年８月に開設９年を迎えます。開設当初

は、“役割”について迷いもありましたが、今はサブアキュート機能を果たすため、地域の皆様から

のご紹介により患者様の受け入れを積極的に行っています。引き続きよろしくお願いします。 

０７７４－７３－１８１８ 

（担当：松田・中嶋） 
 

在宅医療が一時的に途切れる夏期休暇中も患者さんを受け入れさせて頂きますので、お気軽にお

問合せ下さい。 

地域医療連携室より 

～ 認知症カフェについて ～ 

木津川市社会福祉協議会が開催されている“こすもすカフェ（認知症カフェ）”ですが、当院は協

力機関として毎回参加させて頂いています。先日６月１８日（日）に開催されたカフェにもいつも

のように参加していたのですが、第４２回目とお聞きして、もうそんなになるのかと、ハッとしま

した。コロナのため、開催を予定していても急遽中止となったり、開催しても飲食を禁止したり人

数を制限したりとスタッフの皆様の気遣いやご苦労には頭が下がる思いです。 

カフェでは、相談のご希望があれば、岩本院長と私で対応させて頂いています。事前に相談のご

希望の方のお名前を教えて頂いていますので、当院にカルテがある患者さんについては予め、カル

テで予習した上でお話を聴かせて頂くようにしています。すぐに解決できないことが多いのですが、

相談して良かった、カフェに参加して良かったと思って頂けるように心がけています。 

先日お話を聴かせて頂いたご家族（奥様）は、認知症の旦那さんの発言に対する対応の仕方につ

いての相談でした。旦那さんは最近、「死ぬまで寝ておきたい」などの悲観的な発言が多く、そのよ

うな時にどのように返事したら良いのかというものでした。岩本院長からは、「なぜそのように考え

ているのか、少し掘り下げて聞いてみてはどうか」との提案があり、私のほうは、「認知症の進行に

伴って、これまでできたことができなくなってきたことに対するご本人の思いなのではないか」と

伝えさせて頂きました。このようなお話をきっかけに、旦那さんが好きだったこと、誇りに思って

おられることなど様々なことをお聞きすることができ、そしてなによりも、いろいろな思いを持ち

ながら認知症の旦那さんの介護をされている奥様のお気持ちに触れることができ、私自身にも大変

ためになりました。 

団塊の世代の方々が後期高齢者となる２０２５年まで２年を切りました。また、先日、国会では

認知症基本法が成立しました。医療や介護に従事されている皆様と共に、認知症の方が安心して住

み続けられる地域社会を構築することができればと思っています。よろしくお願い致します。 

（地域医療連携室 室長 南出 弦） 


